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1. 複数の言語地図から何を読み取るか 

 言語地図の作成にパソコンを用いることはす

でにかなり一般化しているが、多くの場合、単

独項目の言語地図の作成を行っているにすぎな

い。一つの理由は、言語データそのものの加工

や統計的分析については市販のソフトがかなり

の程度利用できるのに対し、言語地図作成に特

化したソフトはなく、オリジナルのソフトを用

いて描画を行うか、既製のソフトを描画のため

に利用しているか、であるからである。 
筆者は、言語地図作成システムSEALを開発
しはじめた当初から、個別項目の言語地図の描

画だけでなく、異なる言語項目の地図の重ね合

わせを意図して開発を行った。言語地図はそれ

ぞれ分布が違うものの、共通の分布傾向をもつ

ことがあり、そのような分布を総合化して整理

することで、言語変化を跡づけることができる

と考えたからである。この場合、それぞれの調

査地点で、共通の言語特徴を数えて得点化し、

それを言語地図上に表すという方法をとった。

この総合化の方法は、得点化するために個々の

具体的な言語特徴の分布は見えにくくなるが、

ある程度の数以上の項目の重ね合わせに適して

おり、複数の言語地図の共通の分布傾向の解釈

を具体化する方法として優れている。この総合

化の方法を適用した研究は以下のとおりである。 
 
①「出雲西南部言語地図」（福嶋 1983、

Fukushima 2000b) 語彙および語法の地

図それぞれについて集計（重ね合わせ）図１ 
②「徳之島の親族名称」（福嶋 1995、
Fukushima 2000b) 徳之島の親族名称に
ついて、由来ごとにグループ分けして集計 
③「徳之島の食名語彙」(福嶋1996) 岡村
隆博による調査の食名語彙の語源解釈にあた

り、本土方言との音韻対応関係により集計 
④「徳之島音韻・語彙地図」(Fukushima 
2000a) 岡村隆博による音韻調査について、
本土方言との対応関係により集計、語彙につ

いて分布パターンごとに集計 
⑤「徳之島方言の代名詞」(Fukushima 
2003) 1人称代名詞のwaNとwa:のゆれに
注目し、語形wa:について集計 
 

 本稿で紹介する２種類の新しい重ね合わせの

手法は、さまざまな語形の分布を表した言語地

図そのものを画面上で重ね合わせるというもの

である。調査地域が共通の言語地図について、

さまざまな目的で重ねあわせを行うことができ

る。これらはすべて、2004年３月に発表し、ホ
ームページで公開中の SEAL 7.0J によって作
成した（福嶋・福嶋2004）。 
 
２．重ね合わせ１－グループ地図 

 最初に示すグループ地図は、同種調査（たと

えば、同じ調査票を使った違う年度の調査等）

のデータを統合するために、同じはんこ指定を

用いて繰り返し描画するというものである。 
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1994年から2002年にかけて本務校の「新潟
県の方言」についての講義の中で受講生にアン

ケート調査を行って得られた言語データがある。

このデータは、単年度では必ずしも十分な地点

数がなく、調査地点は学生の出身地ということ

になるので、年度ごとの地点も一定しない。し

かし、数年分のデータを合わせることで、全県

を覆う地点数の確保が見込まれた。また、単年

度ごとの分布を見ても、一定の経年変化のよう

なものは見られなかった。そこで、７年分、新

潟県内出身学生631人分のデータを、育った市
町村の役場位置に重ねうちすることで、この言

語地図を作成することを考えた。具体的には、

各年度のはんこ指定を総合したはんこ指定に基

づき、各年度の言語地図を繰り返し描画した。

同一地点に複数のインフォーマントがいる時、

各市町村役場（平成の大合併以前の市町村役場

の位置）の位置に重ね打ちとなっている。（以下、

この言語地図の名称を「短大生の方言」とする。） 
福嶋・福嶋 2004 に従い、わかりやすい例を
示そう。図２－A/Bが、「短大生の方言」の「（晴

れだ）から」の1998・1999年の単年度地図で
ある。これらを重ねると、図３のようになる。 
図４が、７年分のデータを重ね打ちして作成

した「（晴れだ）から」の地図である（Fukushima 
2002、福嶋 2002）。「晴れだから」の質問文は
以下のとおりである。  
  
質問文：「今日は晴れだから海へ行こう」をど

のように言いますか。 例：広島なら「晴れじ
ゃけー海へ行こーやー」 
この方言分布は以下のように解釈される。京

阪語のサカイに由来するスケと、それから変化

したッケが周圏分布を見せる。ッケは中越の長

岡あたりを中心に広がったのではないかと思わ

れる。また同じく関西系と思われるシの分布が

佐渡および越後の一部に見られる。糸魚川・青

海のソイも特徴的である。 
 
３．重ね合わせ２－異なる言語地図の重ね合わ

せ 

SEAL 7.0Jの新機能として、スライドショー
に似たファイルリスト機能がある。言語地図作

成に必要な諸データを保存して既成の言語地図

を簡単に読込・描画ができるようになっている

が、この機能を応用して、登録した複数の言語

地図を次々に読込・描画することができる。単

一項目の言語地図でも、上で紹介したグループ

地図でも、保存・読込が可能である。これは、

複数の言語地図の比較をしようとしたときに有

効である。 
 このファイルリストの発展的機能として、二

つの言語地図を少しずらし色調を変えて重ね合

わせて示すことができる。 
これは、同じ地域において行われた異なる調

査（たとえば、古い調査のデータと新しい調査

のデータ）の結果を同じ地図上に示して比較し

たいときなどに有効である。同じ地図上に示す

ことで、より効果的に言語変化の様子を示すこ

とができる。 
 ここでは、国立国語研究所 『方言文法全国地
図』 （GAJ） と大橋勝男編著『新潟県言語地
図』 （LAN） の言語調査データとの比較例を
示す。  
まず、「短大生の方言」と共通の白地図上に、

二つの調査データをそれぞれプロットして言語

地図を作成した。『方言文法全国地図』は、ホー

ムページ上で公開されているデータから、新潟

県分 29 地点のデータを抜き出して言語データ
を作成した。『新潟県言語地図』は、言語地図か

ら139地点の語形を直接読み取りデータ化した。
「短大生の方言」の地点は市町村役場であり、

３種類のデータの地点は必ずしも一致しない。

『方言文法全国地図』は 1979-1982年に、『新
潟県言語地図』は昭和55-60年に、当時の60-70
代の高齢者をインフォーマントとして収集した

データを使っている。「短大生の方言」とは、生

年でほぼ70年以上の差があると考えてよい。 
 図５は、「短大生の方言」「（晴れだ）から」

と『方言文法全国地図』第1集33図「（雨が降
っている）から」を重ね合わせた地図である。

前者は灰色、後者はカラーで示されている。『方

言文法全国地図』では、サカイに由来するスケ

がほぼ全県的に分布するほか、シケ、スケ、ス

カイ、サゲ、サケなど多様な語形があったこと、

北端の粟島・山北にッセ、西端の糸魚川・能生

にソイ・ソエがあること、～ン（ダン）ガなど

別の語形も使われていたことがわかる。図５を
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詳細に検討すると、『方言文法全国地図』世代の

多様性が若い世代では薄れ、サカイ由来の語が

スケに集約され、スケから変化したッケが広ま

ったことがより明らかとなる。 

 図６は、「短大生の方言」「（先生）に（来て

もらう）」と『方言文法全国地図』第1集26図
「（息子）に（来てもらう）」を重ね合わせた地

図である。新潟県には、カラを使う方言的な用

法があるが、その越後での分布域は二つの調査

でかなり重なっていることがわかる。 
 図７は、「短大生の方言」「買った」と『新潟

県言語地図』Map 42「買って（買い＋て）」を
重ね合わせた地図である。短大生におけるコー

タの分布はかなり狭くなっていることがわかる。

実はコータの回答数は、全回答数の数％にすぎ

ず、そのことも考えると、かつて老年世代でか

なり使われていたウ音便形は、共通語形に押さ

れて、現在の若い世代ではほとんど使われてい

ないということができる。 
 図８は、「短大生の方言」「明々々後日」と『新

潟県言語地図』Map 190「明々後日」を、図９
は、「短大生の方言」「明々後日」と同じくMap 
190「明々後日」を重ね合わせた地図である。
図９のようにともに「明々後日」の地図であれ

ば、同じ語形が近くにあってもおかしくないの

であるが、短大生の「明々々後日」と重ね合わ

せた図８のほうが、存外に老年世代の語形が多

いのである。短大生たちは、「明々後日」として

共通語のシアサッテを取り入れたたために、本

来方言で「明々後日」を表した形を「明々々後

日」の意味にずらしてしまったことがわかる（こ

の解釈については、福嶋2002を参照のこと）。 
         

４. おわりに 

 本稿で紹介した言語地図重ね合わせの新しい

手法は、言語地図作成・解釈のプロセスにおい

て有効である。ひとつめのグループ地図は、同

質の調査データがあるときにそれらを融合する

ために、ふたつめの重ね合わせは、異なる言語

地図を比較したいときに使う。正反対に見える

目的であるが、要はより具体的な分布にこだわ

ってみていきたいということである。 

 後者における現時点での問題は、地点データ

の読込・作成、言語データの読込・作成が手作

業によらねばならないということである。言語

データの作成は慣れれば案外に簡単であったが、

最初の地点データの作成はなかなかやっかいで

あった。GIS ソフトとの連携などにより、自動

化できるところはないか、検討する必要がある。 
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図１ 出雲西南部言語地図 開音類の語彙の集計（重ね合わせ）地図 
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図２－A/B 短大生の方言「（晴れだ）から」の各年度地図1998年・1999年 

 
  A                      B         

 

 

図３ 短大生の方言 「（晴れだ）から」(1998・1999年のグループ地図) 

 

（福嶋・福嶋2004より） 
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図４ 短大生の方言 「（晴れだ）から」(1994－2002年のグループ地図) 

 

 

図５ 短大生の方言と『方言文法全国地図』の重ね合わせ 「～から（理由）」 
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図６ 短大生の方言と『方言文法全国地図』の重ね合わせ 「～に～てもらう」 

 

 

図７ 短大生の方言と『新潟県言語地図』の重ね合わせ 「買った」＋「買って」 
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図８ 短大生の方言「明々々後日」と『方言文法全国地図』「明々後日」の重ね合わせ 

 

 
図９ 短大生の方言「明々後日」と『方言文法全国地図』「明々後日」の重ね合わせ 
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